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1 はじめに 

 近年，センサの開発が多岐に渡り進んでおり，

研究用のセンサから人感センサのような身近な

ものまで使われるようになり，センサの利用が

多様化している．しかし，森林や中山間地域な

どの通信インフラの整備されていない場所にお

いては，センサデータの回収が困難になってお

り，より効率の良いデータの回収が求められて

いる． 

データの回収方法に関しては，負担を軽減し

た人手による回収を行う既存の手法が効果的だ

と考えられる．しかし，データ送信においては

一種類の通信手段しか用いておらず，例えば画

像データが存在する場合には数時間もの送信時

間がかかってしまい，最終的には送り切れない

データもあるため，容量の大きいデータを回収

する際の時間が考慮されていない．しかし一方

で，通信速度の速い通信手段を用いてデータを

送受信すれば画像データの送受信にも対応でき

るのだが，すべての送受信において高速通信を

行うと消費電力が膨大になってしまうので，適

切でない． 

これらの点を踏まえて，容量の大きいデータ

に対応できるよう，通信速度の異なる二種類の

通信方式を用い，かつ消費電力を可能な限り抑

制した効率回収に重点を置いたデータ回収手法

を提案する． 

 

2 関連研究 

 通信の切断や大きな伝送遅延が生じうる DTN

環境においては，データ回収のためのセンサネ

ットワークシステムがある． 

[1]では，従来のフィールドサーバと比較して

より消費電力を抑えた通信で，画像のようなパ 

ケットの大きいデータの送受信を可能にするワ

イヤレスセンサノードを構成している． 

  

 

 

 
 

 

[2]では，センサ同士で構成されたセンサネッ

トワークとセンサデータをサーバまで届ける Ad-

Hoc ネットワークを組み合わせることによりリア                      

ルタイムでのセンサ情報の送信する手法を提案 

している． 

[3]では，インターネット接続地域から孤立し

たセンサネットワークに接近する車をメッセー

ジフェリーとして活用し，停車位置に最も近い

センサノードにセンサネットワーク内のデータ

を回収するシンクノードとしての役割を担わせ

ることで，少ない停車回数で多くのセンサデー

タの回収を行っている．しかし，この手法では

センサデータの回収にかかる時間が考慮されて

いない． 

 [4]では，車側とシンクノード側のそれぞれに

通信方式が高速である Wi-Fi と低速な XBee の二

つの無線通信モジュールを設置し，画像データ

などの容量の大きいデータを送信する場合消費

電力はかかるが高速な Wi-Fi を，またテキストデ

ータのみを送信する場合は低消費電力の XBee を

用いるなど，動的に通信方式を切り替えること

により，消費電力を軽減している．しかし，こ

の手法ではシンクノードと車との間のデータの

送受信に止まっている． 

 

 3 提案手法 

 本研究ではセンサネットワーク内において車

が停車する位置に応じてセンサにシンクノード

機能を割り当て，また，通信速度の異なる二種

類の通信方式を用いることで，センサノード間

で送受信するデータのデータサイズよって通信

方式を切り替える手法を提案する．これにより，

データ損失のさらなる抑制を目指す． 

 想定環境としては，森林内にセンサノードを

設置してセンサネットワークを構成し，車の停

車位置から最も近いセンサノードをシンクノー

ドとして割り当てる．車と全てのセンサノード

にはそれぞれ Wi-Fi と XBee の両方の無線モジュ

ールが設置されているとし，シンクノード決定

に関しては，[3]と同様，車から一定間隔で発信

するビーコンを複数回受信したセンサノードを

シンクノードとみなすものとする．また，ビー
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コンを発信する車は一台のみであり，優先度設

定の手法に関しても[3]の手法を用いるものとす

る．全体の構成図を図 1に示す． 

 
図 1 全体の構成図 

 

3.1 通信方式の決定方法 

 通信方式の決定に際して送信側ノードが保持

しているセンサデータを参照する．各センサノ

ードは一定時間ごとにデータサイズの異なる数

種類のセンサデータを生成し，それらを蓄積し

ていく．また，それぞれのノードに蓄積されて

いるセンサデータのデータサイズの総量を一定

時間間隔で計算し，設定した閾値との大小関係

を比較する．この数値が閾値を上回っている場

合，通信方式を Wi-Fi に切り替える．処理手順を

図 2に示す． 

 
図 2 データ配信の処理手順 

 

3.2 データの送受信 

 センサデータの送受信に関して，通信方式を

決定する際のパケットの送受信を[3]におけるセ

ンサデータ回収の流れに組み込む．優先度設定

の関係から，データの送信はビーコンを発信す

る作業車両が停車し，シンクノードからブロー

ドキャスト送信されたパケットを受け取ったセ

ンサノードから順に行う．[3]においては優先度

の設定を終えた後にセンサデータのシンクノー

ドへの転送を行っており，本研究ではデータ送

信を行う前に，まず送信側ノードが送信するデ

ータの容量を基にして選択した通信方式の種類

についての情報パケットを受信側ノードに送信

する．そしてそれを受け取った受信側ノードが

送信側へ ACK を送信し，送受信側が双方とも通

信方式を認識した上でセンサデータを送信する．

この処理に関しては[3]における優先度設定と同

時に行うものとする． 

 また，優先度比較が行われているため，シン

クノードと逆方向にデータが送信されてしまう

ことはなく，優先度比較により破棄される． 

センサノード間の送受信の流れを図 3に示す． 

 
図 3 送受信の流れ 

  

4 まとめ 

 本稿では，複数の通信方式を用いて森林内セ

ンサネットワークにおけるデータ損失を抑制す

るデータ回収手法について提案した． 

 今後は，引き続きシミュレーションを行い，

比較評価を行う． 
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